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एऀのʮ学Ϳʯとʮ働 ʯ͘の॥を生みग़すたΊに

　最後に、学生がࣗ分に合う就職先に出会い、イキイキと
働くためには学生時代をどのように過ごすとྑいのか、ま
た、大学をはじめとする教育ػ関は学生をどのように支援
するとྑいのかについて考えたい。
　大学2年生を対象に行った調査において、就職志望者に
就職のことを考える際に大学に支援して΄しいことを聞い
たとこΖ、「進路・キャリア相談」が58.9％で最もߴく、࣍に
「໘指ಋ」（51.7％）、「インターンシップなどの就業体ݧ」
Τントリーシートఴ」、（46.1％）「分析ݾࣗ」、（49.9％）
（39.6％）などがଓいた（グラフ⁞）。બ考通過に向けた支援
だけでなく、ࣗ身のద性などをஅするػ会や支援を求め
ていることがうかがえる。
　学生がೲಘして就職先をܾ定するには、学生ࣗ身が「ࣗ
分はԿにڵຯ・関৺があるのか」「ഓってきた識やスキル

を事にどのように活かすことができるのか」「Կをॏ視し
て働きたいのか」などを理し、働くことに対するࣗ分の
価値観やબ社基準を明確にすることが第一าとなる。しか
し、ͦこにむ学生はଟく、前ड़の調査結果もͦの表れと
会が採用ػ探索のݾえるだΖう。ͦして、この学生のࣗݴ
બ考のૣظԽによりଛなわれていることは、山ޱ大学・ฏ
ඌ元ࢯも指ఠするとこΖである（P39）。
　では、学生はどのようにしてࣗ身の価値観等を明確にし
ていくとྑいのだΖうか。P36・37では、大久อࢯが
「今いる場所や関係性から֎に出てଟ様な経ݧをすること」
「『ࣗ分はԿに関৺があるのか ʁ』『ࣗ分はどうしたいの
かʁ』などと問いଓけること」の2つ方๏をఏ示した。また、
前者の۩体ྫとして、「ࣗ、学校、アルバイト先等の֯ࡾ
形の֎に出て行動すること」「ͦのྔがこれまでগなかった
のならྔを૿やすこと」などもఏ示している（図 ）。これ
らはͥͻ学生に実ફしていただきたい。
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　加えて、ͦの際にॏ要なのが、経ݧを経ݧのままにしな
いことである。経ݧを振り返り、ͦこから学Μだことやಘ
たこと、ؾづいたことを振り返り（内省的考）、ͦれをݴ
Խするなどして理し（ந象的֓೦Խ）、理した学びをޠ
という、デイϰィッド・コ（ݧ能動的実）で活かすݧの経࣍
ルϒがఏএした「経ݧ学शサイクル」（P38・図）を回すこ
とで、働くことに対するࣗ身の価値観や、ڵຯ・関৺の方
向性も理されてくるであΖう。
　こうした学生の内省やࣗݾ探索のػ会を大学や企業が担
อし、より一の支援を行っていくඞ要性を山ޱ大学・ฏ
ඌࢯは指ఠしている。ͥ ͻͦのఏݴを参照されたい。

　企業においては、今後、成長できるڥだとࢥってもら
えなければ、従業員からબばれる企業とはなりえͣ、経Ӧ・
事業ઓུを実現することもしくなってくる。ͦのために

は、企業主ಋのキャリア開発ではなく、一人ͻとりのキャ
リアオーナーシップをଚॏし、個が活きるためのキャリア
開発を支援する組織・制度を作っていくことはඞਢとなる。
　同時に、働く個人も、キャリアは会社から与えられるも
のではなく、ࣗら考え、作っていくものであるという意識
がඞ要だΖう。ͦれは、これから就職していく学生におい
ても同様で、ଟ様な経ݧから、ࣗ身のڵຯ・関৺やキャリ
アの方向性、また、これから生きていく上で大事にしたい
価値観などを明らかにしていくことがॏ要になる。ͦして
大学は、生きていく上でとなる൚用的な能力・スキル
やߴい専性をഓうことのできる教育を行うとともに、学
生の内省やࣗݾ探索をଅすような支援を行っていく。
　これらがうまくॏなり合えば、「学Ϳ」と「働く」の॥
が生まれ、一人ͻとりがࣗ身の能力を最大ݶ開Ֆさせなが
らイキイキと働くੈ࣍代社会の実現可能性がߴまってくる
のではないだΖうか。

͓Θりに

　就職活動をめ͙ る状況で今もっともݒ೦しているのは、ૣظ
બ考による弊です。学業もやりれておらͣ、就業観もৢ成
されっていないうちにʠૣظԽʡのにのまれ、「内定をもらった
から」とૣʑに活動をࣙめてしまう。ͦ Μな学生が年ʑଟくなって
いるようにײじています。స職によるキャリアチェンジは一ൠ的
になりつつありますが、学生がフΝーストキャリアをબするஈ֊
から「合わなければస職すればいい」とࣗݾ理ղが浅いままに
意ܾࢥ定するのはҧうのではないでしΐうか。	
　就職活動で大事にして し́いのは、ࣗ 探索。加えて、企業ݾ
を๚問し現場を見てײじる探๚や、会社ͦのものの探究です。
　学生のࣗݾ内省を͛る要因として、人खෆ足にともなう企
業ଆのযりは大きいとࢥいます。ૣظの人材֫ಘに注力する
あまり、理ղ度が低い学生にも内定を出してしまう。 しͦて、「企
業理ղが浅くても（今のૣいஈ֊では）方がない」としながら、
内定を出したͦの後の内省をଅすこともできていない。ͦ Μな状
況がىこっているのではないかとࢥっています。
　新卒採用にかかわるステークϗルμーがकるきは、「学生が

探索するػ会」を担อすることではないでしΐうか。大学は、大
学での学びが働くことにどのようにつながっていくのかを、1年
生のஈ֊から考えられるػ会をఏڙしていくきでしΐう。 しͦて、
企業も学生に対して、大学でԿを学Μできたのかਂく問いかけ
ていくことが大事になるのではないでしΐうか。
　現在の就職活動においては、内定を࣋っている状態がくて
も年、1年以上ଓく学生もͦれなりにいます。内定がܾまれ
ば探索がऴわるのではなく、卒業年࣍の学びを通じてಘたもの
が、ࣗ社で働くことにどのように通じていくか、企業からサジェス
チϣンを与えることもできるでしΐう。あるいは、卒業文・卒業
研究でԿを探究するのか、内定者である学生と対をしながら、
内容によっては事につながる新たな視点をఏڙすることも可
能かもしれませΜ。
　΄かにも、企業が学生のキャリア探索行動を支援するような
教育プログラムをఏڙすることで、学生との点をਂめることも
できるのではないでしΐうか。人材ෆ足でർ弊している地方の
企業も、キャリア教育プログラムのఏڙといった新たな入ޱを
設けることで、学生とのマッチングਫ਼度を上͛ていくことはできる
かもしれませΜ。
　զʑ大学も含めて、みΜなで学生に探索のػ会をఏڙする
ことができれば、社会を担う貴ॏなएख人材が育ち、採用する
ことができます。本人はもちΖΜ、企業・大学にとってもࡾ方ྑ
しとなっていくのではないでしΐうか。

ԽにΑりࣗظૣ 会͕ଛなΘΕているػのࡧ୳ݾ

学生のࣗݾ୳ࡧのػ会を
学でक࢈ てͬいきたい
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